
告

示

名

称
日
本
共
産
党
本
部
周
辺
地
域

期

間
平
成
二
十
二
年
五
月
十
七
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
五
月
十
六
日
ま
で

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
人
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

認
定
の
有
効
期
間

特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ザ

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目

二
番
六
号
カ
ル
ム
第
二
赤

坂
一
〇
三

平
山

正
實

平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日

ま
で

特
定
非
営
利
活
動
法
人
原
子

力
資
料
情
報
室

東
京
都
新
宿
区
住
吉
町
八

番
五
号
曙
橋
コ
ー
ポ
二
階

Ｂ

伴

英
幸

平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日

ま
で

特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際

子
ど
も
権
利
セ
ン
タ
ー

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一

丁
目
二
〇
番
六
号
丸
幸
ビ

ル
三
階

甲
斐
田
万
智
子

平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日

ま
で

特
定
非
営
利
活
動
法
人
生
態

工
房

東
京
都
杉
並
区
松
庵
三
丁

目
三
八
番
一
四
号
尾
Ä
ダ

イ
ヤ
ビ
ル
二
Ｄ

安
部

邦
昭

平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日

ま
で

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

を
美
し
く
す
る
会

東
京
都
世
田
谷
区
池
尻
二

丁
目
三
七
番
一
二
e

七
〇

一
号

田
中

義
人

平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日

ま
で

特
定
非
営
利
活
動
法
人
パ
レ

ス
チ
ナ
子
ど
も
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

東
京
都
豊
島
区
目
白
三
丁

目
四
番
五
号
ア
ビ
タ
メ
ジ

ロ
六
〇
三
号

北
林

岳
彦

平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日

ま
で

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ラ
オ

ス
の
こ
ど
も

東
京
都
大
田
区
南
馬
込
六

丁
目
二
九
番
一
二
号

森

透

野
口
チ
ャ
ン
タ

ソ
ン

平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日

ま
で

地

域
東
京
都

渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
丁
目

千
駄
ヶ
谷
五
丁
目
一
番
か
ら
三
十

二
番
ま
で
（
た
だ
し
、
二
十
四
番

に
つ
い
て
は
、
特
別
区
道
第
一
〇

五
三
号
路
線
の
部
分
に
限
る
。）

代
々
木
一
丁
目

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま
れ

る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年

法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い

道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と
も
一

方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並

び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交

差
点

平成™™年œ月˜›日 金曜日 第œš˜˜号官 報

〇
国
税
庁
告
示
第
十
四
号

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
六
条
の
十
一
の
二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
公
示
す
る
件
（
平
成
十
三
年
国
税
庁
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日

国
税
庁
長
官

加
藤

治
彦

二

別
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会
の
項
中「
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
」

を
「
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
」
に
改
め
、
同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
花
岡
平
和
記
念
会
の
項
中
「
平
成
二
十

二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
」
の
下
に
「
、
平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日
ま
で
」
を

加
え
、同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
１
０
０
万
人
の
ふ
る
さ
と
回
帰
・
循
環
運
動
推
進
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
中「
平

成
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

〇
国
税
庁
告
示
第
十
五
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
二
十
三
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
く

公
示
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号
）
第
六
十
六
条
の
十
一
の
二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動

法
人
を
公
示
す
る
件
（
平
成
十
三
年
国
税
庁
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日

国
税
庁
長
官

加
藤

治
彦

別
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｅ
Ｓ
Ａ
ア
ジ
ア
教
育
支
援
の
会
の
項
中
「
田
代
日
出
夫
」
を
「
吉
田

直
哉
」に
改
め
、

同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
子
ど
も
の
い
の
ち
を
守
る
会
の
項
中
「
東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
一
二
三
番
地
矢
来
ビ
ル
二

階
」
を
「
東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
一
二
三
番
地
矢
来
ビ
ル
三
階
」
に
改
め
、
同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ

Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
Ｗ
Ｏ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
の
項
中
「
近
藤
正
晃
ジ
ェ
ー
ム
ス
」
を
「
小
暮

真
久
」
に

改
め
る
。

二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
豚
の
生
産
の
振
興
の

た
め
の
事
業
に
必
要
な
資
金
の
交
付
で
あ
っ

て
、
政
府
以
外
の
者
か
ら
拠
出
さ
れ
た
資
金
を

財
源
と
し
て
行
う
も
の
に
関
す
る
事
項

第
一
条
第
四
号
ロ
中
「
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振

興
機
構
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
農
林
水
産
省
令
第

百
三
号
）」を
「
機
構
法
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
金
額
」
の
下
に
「
及
び
第
一
条

第
二
号
ロ
の
交
付
に
必
要
な
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た

め
に
政
府
以
外
の
者
か
ら
拠
出
さ
れ
た
金
額
」を
加
え
、

同
条
第
四
項
中
「
充
て
る
場
合
」
の
下
に
「
及
び
第
一

条
第
二
号
ロ
の
交
付
に
必
要
な
経
費
に
充
て
る
場
合
」

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
独

立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
法
施
行
規
則
第
二
条
並

び
に
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
の
業
務
運
営
並

び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
第
一
条
第
二
号
及
び

第
四
号
並
び
に
第
十
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
二
十
号

福
岡
市
中
央
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に

掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
四
日
ま
で
に
、
同

区
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば

中
央
区
役
所
又
は
福
岡
法
務
局
に
照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

福
岡
市
大
字
住
吉
千
五
百
九
十
五
番
地

田

寅
Ö

〇
総
務
省
告
示
第
百
九
十
二
号

平
成
二
十
二
年
三
月
一
日
に
群
馬
県
と
埼
玉
県
と
の
境

界
に
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
法
人
特
別
税
等
に

関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令

第
八
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
が

定
め
る
従
業
者
数
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日総

務
大
臣

原
口

一
博

一

群
馬
県

九
五
五
、
七
八
九
人

二

埼
玉
県

二
、
五
六
七
、
〇
八
九
人

〇
総
務
省
告
示
第
百
九
十
一
号

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域

の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第

九
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
議
長

の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
地
域
を
政
党
事
務
所
周
辺

地
域
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日総

務
大
臣

原
口

一
博

〇
宮
内
庁
告
示
第
四
号

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
岐
阜
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

第
三
十
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
御
臨
席
、
併
せ

て
地
方
事
情
を
御
視
察
の
た
め
、
六
月
十
二
日
か
ら
同
月

十
五
日
ま
で
岐
阜
県
及
び
愛
知
県
へ
行
幸
啓
に
な
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日

宮
内
庁
長
官

羽
毛
田
信
吾
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